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　140 周年記念事業として、門扉が作り替えられまし
た。新しい門扉は大正期の写真を基に、当時の装飾、
色分けを再現しています。門柱自体は従来のものを
使うため、蝶

ちょうつがい

番等の金具もそれまで使っていたものを
使用しています。
　これらの金具は現代の工業製品とは違って手作り
ゆえに形状に差違があり、門扉に蝶番を現物合わせ
で取り付けるという困難な作業が要求されました。門
扉本体は日本檜より耐朽性に優れるラオス檜材を使
い、さらに耐朽性を高めるため極力釘を使っていませ
ん。かなりの重量と大きさがあり、可能な限り部材毎
で仕上げ、最後に組み合わせるようにしました。また、
門柱には当時存在した照明を再現し、一世紀近く前
の姿に思いを馳せられる様になっています。門標も新
しくなりました。（書：書道の後神直子先生）
　母校に来られた際は是非近くでご覧ください。

新しくなった正門 平成27年5月撮影

六高の大正15年卒業アルバムより

平成23年5月撮影


